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幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

が
感
じ
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
現
で

き
る
よ
う
に
、
豊
か
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
、
環
境
を
生
か
し

た
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
環
境
の
一
つ
と
し
て
、
絵
本
の

時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の

本
の
読
み
聞
か
せ
、
幼
稚
園
の
本
の
貸

し
出
し
、
地
域
の
図
書
館
や
小
学
校
な

ど
と
の
交
流
、
親
子
絵
本
の
時
間
、
地

域
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
絵
本
を
読
ん
で
も

ら
う
こ
と
で
、
自
分
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新

た
な
世
界
と
出
会
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
読
書
の
街
づ
く

り
」
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
作
ら
れ
た
「
ブ
ッ
ク
ワ
ー

ム
芦
屋
っ
子　

本
が
大
好
き

読
み
た
い
な
」
で
選
定
さ
れ

て
い
る
『
お
お
か
み
と
七
ひ

き
の
こ
や
ぎ
』
の
本
を
読
む

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
と
ん
と
ん
と
ん
、
お
母
さ
ん

で
す
よ
。
開
け
て
お
く
れ
」
と
い
う
言
葉
の
繰
り
返

し
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
オ
オ
カ
ミ
に
食
べ
ら
れ

た
こ
や
ぎ
を
何
と
か
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
お
母
さ

ん
の
愛
情
や
本
当
は
他
者
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い

こ
と
な
ど
を
、
絵
本
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
が
思

う
オ
オ
カ
ミ
や

こ
や
ぎ
に
な
っ

て
、
身
体
・
言

葉
・
音
楽
・
絵

画
制
作
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
、
友
達
と
一
緒
に
表
現
し
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し

み
、
三
学
期
の
劇
遊
び
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

絵
本
や
物
語
の
世
界
は
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力

や
表
現
力
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
身
近
な
人
と
の
か
か
わ
り

を
通
し
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
よ
う
と

し
ま
す
。
う
ま
く
伝
わ
っ
た
り
、
伝
わ
ら
な
か
っ
た

り
す
る
経
験
を
積
み
重
ね
、
教
師
が
支
え
て
い
く
こ

と
で
、
お
互
い
に
言
葉
を
通
し
て
分
か
り
合
う
喜
び

や
楽
し
さ
を
味
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
言
葉
は
人

の
き
ず
な
を
創
り
出
し
、
思
考
を
深
め
、
そ
の
子
ど

も
の
自
己
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
の
育
成

の
基
礎
と
な
る
読
書
活
動
を
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

の
五
年
間
を
前
期
と
す
る
少
子
化

対
策
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、
二

十
一
年
度
目
標
の
達
成
に
向
け
、

地
域
の
関
係
団
体
や
行
政
関
係
機

関
等
で
構
成
す
る
「
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
前
期
計
画

最
終
年
度
で
あ
る
二
十
一

年
度
実
施
状
況
の
評
価
の

年
に
あ
た
り
、
市
民
・
学
識

経
験
者
・
地
域
の
関
係
団

体
代
表
者
等
で
構
成
す
る

「
評
価
委
員
会
」に
よ
る
外

部
評
価
を
実
施
し
、併

せ
て
前
期
計
画
全
体

の
検
証
を
行
い
総
括

と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　私立や国・県立小中学校へ入学する児童・生徒のかた
は、事前の届け出が必要です。
　入学許可証を持って、市役所北館４階の教育委員会
管理課へ手続きにお越しください。

�������	
��

�������
　お子さんが外国籍で、市立小・中学校への入学（新１

年生を含む）を希望され
るかたは、事前の手続き
が必要です。
　お子さんの外国人登録
証明書と印鑑を持って、
市役所北館４階の教育委
員会管理課まで手続きに
お越しください。
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　次代の社会を担う子どもが健やかに生ま
れ、育成される社会づくりに向け、市町村で
は行動計画の策定が義務付けられています。
　市では、平成12年度から進めていた「児童
健全育成計画（エンゼルプラン）」を発展的
に見直し、次世代育成支援として市が取り
組む対策や達成目標を定めて行動計画を策
定しました。この計画は、５年を１期として
定めるものとされており、平成17年度から
21年度までを前期計画の期間とし、後期計
画は前期計画の必要な見直しを行った上で
22年３月に策定しました。
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��������〈午後３時～４時〉
　できるだけ１月25日（火）までの平日・午
後３時～４時、または各園の指定日時に、
それぞれの幼稚園へ申請してください。
・�����������������１月18日（火）
・�������������	�１月20日（木）
・������������	��１月24日（月）
�������
①新入園児は、入園を申し込んだ園から、
　「入園願書」と健康診断票の返却を受け、
　転園先の幼稚園へ提出してください。　
②在園児は、通園中の幼稚園に退園届を
　提出し、転園先の幼稚園へ「入園願書」を
　提出してください。

�������	
��
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��������������
　できるだけ１月25日（火）までの平日・午
後３時～４時に、上記３園の入園ご希望の
幼稚園へ、願書を提出してください。

�������	
��������
　本市の次世代育成支援対策推進行動計画＜前期＞では、５つの基
本目標、20施策、369事業で推進してきた。全体で87％、目標ごとでは
すべて80％を超えて目標達成しており、平成21年度も中間検証時の
達成率を維持し、計画全体として推進できたと言える。
　個別事業ごとでは、目標達成事業であっても、課題を抱えている事
業も見受けられる。また、目標未達成事業において、市民参加型の事
業では、開催の周知や参加への啓発などに努力するとともに、市民
ニーズに対応できているか等、必要性を考慮し事業実施の見直しも
含めた内容の検討が求められる。いずれも、事業それぞれが抱える課
題解決に向けて、今後も一層の取り組みが必要である。
　今後は、達成率にかかわることなく、さらなる「子育てしやすいま
ち芦屋」を目指し、市民ニーズに即して必要とされる事業や内容等を
見極め、力点の置き方に考慮した事業への取り組みが望まれる。  
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看
護
・
介
護
ま
た
は
園
児
の
兄
弟
姉
妹

　

の
授
業
参
観
・
懇
談
会
に
出
席
す
る
等
、

　

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、緊
急
ま

　

た
は
一
時
的
に
預
か
り
保
育
を
希
望
す

　

る
か
た

③
そ
の
他
、園
長
が
必
要
と
認
め
る
か
た

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
　

五
月
上
旬
の
お
弁
当
開
始
日

　
　
　
　
　

か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で

�
�
�
�
　

四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　

卒
園
日
前
日
ま
で

　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
三
年
度

　
　
　
　
　

は
、始
業
式
の
翌
日

　
　
　
　
　

か
ら
実
施
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

通
常
保
育
終
了
後
〜

　
　
　
　
　

午
後
四
時
三
十
分

�
�
�
�
�
�

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

※
実
施
し
な
い
日
は
次
の
と
お
り
。

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
代
休
日
、

　

年
末
年
始
、始
業
式
・
終
業
式
・
修

　

了
式
、園
長
が
指
定
す
る
日

※
昼
食
は
、お
弁
当
を
持
参
の
こ
と

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
日
額
四
百
円

�
�
�
�
�
�
　

日
額
八
百
円

�
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預
か
り
保
育

を
希
望
す
る
月

の
、前
月
二
十

五
日
ま
で
に
、

申
込
書
を
各
幼

稚
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
市
立
幼
稚
園
の

通
常
保
育
時
間
終
了
後
お
よ
び
長
期
休
業

中
に
、
次
の
と
お
り
「
預
か
り
保
育
」
を

実
施
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
＊
定
員
・
各
三
十
人

�
�
�
�
�
�
（
打
出
小
槌
町　

番
７
号
）

15

�
�
�
�
�
�
�
�（朝

日
ケ
丘
町　

番
３
号
） 

10

�
�
�
�
�
�
（
潮
見
町
１
番
３
号
）

�
�
�
�
�
�

　

前
記
の
三
幼
稚
園
に
通
う
園
児
で
、保

育
料
等
に
未
納
が
な
く
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た

①
保
護
者
の
就
労
・
就
学
等
に
よ
り
、
預

　

か
り
保
育
を
希
望
す
る
か
た

②
保
護
者
の
疾
病
・
事
故
・
出
産
、家
族
の

�
�
�
�
�
�
�
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　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受けられる「老齢基礎年金」の
年金額が少なくなったり、もしものときの「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」
が受けられなくなったりする場合があります。
　口座振替にされると、保険料の納め忘れがなく、納めに行く手間や時間も
省けます。また、毎月納付で翌月振替にされた場合、割引きはありませんが、
前納（１年分前納または６カ月分前納）や毎月納付でも当月振替にすると割引
きがあり、現金で納めるよりお得です。
　希望されるかたは、預（貯）金通帳・その届け出印・年金手帳（または国民年金
保険料納付案内書）を持って、金融機関・郵便局または年金事務所で、２月中
にお申し込みください。
※１年分前納または６カ月分前納は、３月中に年金事務所で処理する必要が
　あります。
【参考】平成22年度の場合です。平成23年度は、変更となります。

�������������������

口座振替も現金も、割引きは
ありません

����
例・４月分保険料は５月末日�����

月50円の割引き（現金の場合、
割引きはありません）

����
例・４月分保険料は４月末日

�����
������

１年で3,800円の割引き　
現金の場合3,220円の割引き

����
（４月～翌年３月分保険料）�����

６カ月で1,030円の割引き　

現金の場合740円の割引き

����
（４月～９月分保険料）

�����
（10月～翌年３月分保険料）
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　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の決定のうち、
下記２件について縦覧します。
�����　①都市計画船戸町地区地区計画〈芦屋市決定〉案
　　　　　　②都市計画三条南町地区地区計画〈芦屋市決定〉原案
�����　１月17日～31日〈平日・執務時間内〉
�����　都市計画課
�� � �　縦覧期間中に船戸町地区地区計画（芦屋市決定）案について、住
　　　　　　民および利害関係人は芦屋市に、三条南町地区地区計画（芦屋市
　　　　　　決定）原案について、土地に関する利害関係者は芦屋市長宛に意
　　　　　　見書を提出（上記の縦覧場所）することができます。
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���　２月10日（木）午前10時～午後３時
����　ＪＲ三ノ宮駅中央コンコース
（10時集合）⇒海岸通・居留地・芦屋市内など
����先着10人　����　500円（保険
料含む）＊昼食・交通費別　�����　
コース名・住所・氏名・電話（ファクス）番号
を明記し、ファクスで上記へ　

������

�����������������

���　１月30日（日）午後２時～３時30分
���　講義室　���　奈良大学准教

授・三木理史氏　��
�　先着50人　���
��　講演会名・住
所 ・ 氏名 ・ 電話（ファ
クス）番号を明記し、
ファクスで上記へ　

� � � � � � � �

� � � � � � � 	 
 �
���　１月21日（金）午後１時30分～３時　���　講義室　���　加藤純子〈歌〉・
沖倫子〈ピアノ〉・Ｉ LOVE ASHIYA　���　先着50人　����　500円（観覧料含む）
＊歌集（『愛唱名歌』野ばら社）をお持ちでないかたは、歌集代1,000円が別途必要です。
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���　１月27日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　�����　柳田国男作
「遠野物語」を取り上げます　���　16人　����　2,300円　�����　上記へ
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���　１月30日（日）午後２時30分～４時
���　保健福祉センター１階（呉川町14－９）　
���　金澤佳代子（ピアノ独奏）
���　モーツァルト：「ロンド」ニ長調／
　　　　ドビュッシー：「アラベスク」１番・２番／
　　　　シューベルト：「即興曲」より／
　　　　ショパン：「子犬のワルツ」・「幻想即興曲」・「別れの曲」／
　　　　リスト：「愛の調べ」・「リゴレット」パラフレーズ
���　直接会場へ　＊車でのご来場は、ご遠慮ください。

������

�������	
���
�����

　全市の市街図のほか、市章の由来、市
の木・市の花の紹介、市内の主な施設・
窓口案内、歴史や見て歩きマップなどを
掲載しています。
　１人に１部を、市役所北館１階行政
情報コーナー、ラポルテ市民サービス
コーナーで差し上げています。
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　気が進まないのに断れない、つい攻撃口調になってしまう、コミュニケーションがうま
くいかない…などを改善し、コミュニケーション力をアップする自己表現セミナー。
���　２月18日・25日・３月４日（金）午前10時～正午＜全３回＞　���　ウィザスあ
しや　���　アサーティブジャパン・谷水美香氏　���　先着25人（託児あり）　��
��　900円（３回分）
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　認知症患者が、家族や周りの人々の接し方次第で、いかに豊かな感情を表せるのか、
身体的・精神的能力を向上させることができるのかを学びます。
���　２月４日（金）午前10時～11時30分　���　ウィザスあしや　���　にっち
倶楽部　���　神戸大学大学院准教授・中村美優氏　���　先着30人（託児あり）　
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　子育て真最中のママ・パパに、衣類の整理などスッキリ生活のコツをお伝えします。
���　２月23日（水）午前10時～11時30分　���　ウィザスあしや　������　
西宮友の会芦屋方面　���　乳幼児～小学生を子育て中のかた・先着25人（託児あり）

　����

�������２歳～就学前児・先着８人（１人１回300円）〈＊各１週間前までに、要予約〉
������　講座名・住所・氏名・電話（ファクス）番号、託児希望のかたは子どもの名前と
　　　　　　年齢月齢を記入し、はがき・電話・ファクス・Ｅメールまたは窓口へ。
　　　　　　＊各講座とも、定員になり次第締め切ります。


